
学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

暗記よりも、実際の事例学習を通じて、問題発見能力と問題解決能力を身につけるのを目的としていのため、新聞の
閲覧やテレビ番組の視聴を強くお勧めする。基本概念への徹底理解を目指しながら、企業経営に関する各種の理論
をも体系的に理解することが求められる。

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

◎

総合的な学習経験と
創造的思考力
【創成能力】

○ ○ ○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

◎ ○ ○

100

知識の基本的な理解
【知識の基本的な理解】

○ ○ ○ ○

成果品
ポート

フォリオ
合計

総合評価割合 35 35 15 15

補助教材等 経営組織論（同文館）など

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

学習・教育目標 C② JABEE基準１（２） （ｄ）－（4）

その他

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 経営管理論

教科書 プリントの配布

学　習　到　達　目　標

第4学年 経営情報学科 学修 1単位

科目の到達
目標レベル

組織はなぜ存在するのか、またそれを支える基本的な原理はなにかという基本問題をはじめ、クーン
ツの分類にもとづいて各学派の理論を系統的に説明できる。到達目標は①経営組織全体像を説明で
きる、②経営組織に関する諸学派の相違を説明することができる、③企業という経営組織の構造を分
析できる、④実際の企業組織の問題を析出でき、解決のための提案ができる。

開講時期

前期
45時間

2時間/週

担　当　教　員 【非常勤】伊藤　孝夫　（【副担当】内田　保雄）

総時間数

必修 講義

科目名 経営組織論Ⅰ（Theories Corporate Orgnization Ⅰ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 25 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 20 時間

期末試験

答案返却・解答解説
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った個所を理
解する

総　学　習　時　間　数 45 時間

近代組織論 ・協力システムとしての組織を説明できる
・伝達システムを説明できる

（復習）混合モデルについ
て
（予習）利害関係者につい
て

・組織の利害関係者を説明できる
・組織均衡論の概要を説明できる

（復習）協力システムにつ
いて
（予習）サイモンについて

・サイモンの組織論を説明できる
・意思決定論を説明できる

（復習）組織均衡論につい
て
（予習）組織の本質につい
て

・組織の本質を説明できる
・組織スラックを説明できる

（復習）意思決定論につい
て
（予習）経営組織論の基本
とそのまとめ

中間試験

アージリス理論 ・パーソナリティを説明できる
・インフォーマル組織を説明できる

（復習）組織構造について
（予習）混合モデルについ
て

・個人と組織との統合を説明できる
・混合モデルを説明できる

（復習）アージリスについ
て
（予習）バーナードについ
て

組織の原理 ・権限の源泉を説明できる
・権限受容説を説明できる

（復習）ブランについて
（予習）組織構造について

組織の構造 ・ライン組織を説明できる
・職能組織を説明できる
・ラインアンドスタッフ組織を説明できる

（復習）権限について
（予習）アージリスについ
て

伝統的組織 ・テイラーの管理論と組織の関係を説明でき
る

（復習）組織の分類と類型
化
（予習）ファヨールについ
て

・ファヨールの組織論を説明できる
・管理と組織の原則を説明できる

（復習）テイラーについて
（予習）ブラウンについて

・ブラウンの組織論を説明できる
・権限委譲論を説明できる

（復習）ファヨールについ
て
（予習）権限について

経営組織の形成 ・近代企業の成立と組織研究の概要を説明で
きる
・初期組織研究の目的を説明できる

経営管理の重要性
（予習）組織の分類

経営組織の類型 ・クーンツの学派分類を説明できる
・マーチ＝サイモンの三類型を説明できる

（復習）組織研究の目的
（予習）テイラーの管理論

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）


